
質 疑 回 答 書（その１） 

入札参加者 様 

 

（工事番号） 令和５年度第８号 

（工事名称） 滋賀県立大学交流センター天井等耐震化改修工事 

公立大学法人滋賀県立大学事務局財務課 

TEL：０７４９－２８－８２０８ 

質疑いただきました事項について下記のとおり回答します。 

 

番号 名称等 質疑事項 回 答 

１ 
図面 A-04 

 

特記仕様書(3)㉕解体工事 ⑦図示部分のアスベスト含有建材と有

るが、図面に記載がありません。アスベスト建材を図示願います。 

設計時の机上調査では、アスベスト含有建材はありませんが、

解体に先立ち法令に基づく事前調査を実施してください。 

２ 
参考数量 書

P6 

解体撤去工事で天井内装材とりこわし材の岩綿吸音板はアスベス

ト含有建材調査対象建材です。レベル 3 の施工単価でよろしいでし

ょうか。また、含有分析は何検体の分析費用を計上しますか。 

実際にアスベストが含まれている可能性は低いと思われるた

め、解体費用としては見込まず、万が一含有していた場合は別

途協議とします。分析検体は以下の内容を見込んでください。 

・岩綿吸音板 ×１ 

・岩綿吸音板（リブ付） ×１ 

・石膏ボード（捨張部） ×１ 

・石膏ボード（中央織上部） ×１ 

・石膏ボード（端部織上部） ×１ 

・吹付断熱材（屋根スラブ下面） ×１ 

・吹付断熱材（壁面） ×１     （以上計７箇所） 

３  工事は連続作業可能でしょうか。 

図面 A-17 に示す工事範囲（網掛け以外）については、5 月から

工期末まで学内行事、講義等の使用はできないと周知しており、

基本的に連続作業可能です。ただし、特記仕様書（共通）Ⅱ.一

般事項.エ、オ、キに示すとおり配慮いただく場合があり日程調

整を要することもあります。 

  以下余白  


